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輸入小麦の政府売渡価格については4月から5銘柄平均で5％引下げられること

が2月26日に決定された。昨年10月の前回麦価決定時に、輸入小麦の政府売渡ル

ール見直しが行われ、麦価算定期間は従来の8か月間から6か月間に短縮され、ま

た麦価改定月の3か月前までを2か月前までと改められたが、今回もこの算定ルー

ルに基づいて決定された。この算定ルールは小麦相場の変動を迅速に反映させな

がらも、麦価改定回数年2回を継続していくとの考え方が基本にある。小麦はパ

ン、麺、菓子など幅広い食品に使われる主要食糧であり、麦価改定の頻度が多い

と国民生活への影響が大きいため、従来通り改定回数年2回（4月、10月）が継続さ

れたことの意味合いは大きい。

次に今回の政府売渡価格5％の引下げ幅については、前回の23％引下げ、前々

回の14.8％引下げやそれ以前の大幅な引上げと比較すると水準的には3年ぶりに

小幅な価格変動となるが、未曾有の小麦相場高騰及びその反動での相場下落があ

ったことを踏まえると、この3年間がある意味特別な環境下にあったとも言える。

この3年間を除いた過去の麦価改定の状況を振り返ると、平成5年12月に過去最大

の10.4％の引下げが行われた後、平成18年2月までの12年間に計6回の麦価引下げ

が行われたが、その6回の単純平均は2.8％の引下げであった。今回の5％引下げ

は製粉業界全体で約120億円の影響がある。製粉企業としては麦価改定が引下げ

であれ、引上げであれ、原価の大半を占める小麦価格の変動を適切に小麦粉価格

に反映させていくことが大切である。

今回の麦価決定を受けて、今後の課題として次の3つを整理したい。

1つ目は、輸入小麦の政府売渡価格算定におけるマークアップが今回も据置き

とされたことである。マークアップの引下げは長年製粉業界の最重要テーマであ

り、平成22年度予算編成を見据え、製粉協会と協同組合全国製粉協議会が昨年11

月に行政と行った意見交換の中でも取り上げている。マークアップの存在は小麦

粉調製品や小麦二次加工製品の輸入を促し、小麦粉や小麦二次加工製品の国内生

産を圧迫し、小麦関連産業の国際競争力を弱めるだけでなく、農業分野でも国内

の小麦生産減少要因にもなり、国民経済的にマイナスが大きい。製粉業界が国際

競争力を確保するために、マークアップの継続的な引下げが求められる。マーク

アップは現在は国内産小麦の助成金等にあてられているが、国内産小麦の生産に

おいては規模拡大等により生産性の向上を図るとともに、財源措置を講じてその

輸入小麦の政府売渡価格決定と今後の課題
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削減を図っていく必要がある。また政府においても政府管理経費の更なる削減を

行い、マークアップの確実な引下げが実現されることを強く望みたい。

2つ目は、平成21年10月麦価改定以降、輸入小麦と国内産小麦の価格逆転が生

じ、国内産小麦の価格が割高になり、国内産小麦の需要が減少している中、今回

の麦価引下げでその格差がさらに拡大し、国内産小麦の需要減退に拍車をかけて

しまう懸念が挙げられる。具体的には　ASW44,480円／t（税込み）、国内産小麦

の代表銘柄ホクシン1等61,142円／t（税込み、平成21年産入札結果）となり、単純

に価格を比較するとホクシンの方が16,662円／t（税込み）、37％も割高となる。仮

に輸入小麦の価格が今回の麦価改定後の水準で推移すると、平成22年国内産小麦

の入札価格はホクシンで平成21年産と比べて8.6％価格は下がっているものの、

少なくとも平成22年国内産小麦を使用している期間は、大きな価格逆転が継続す

ることになる。3月に決定される予定の「食料･農業･農村基本計画」において自給

率向上の一環として、国内産小麦の増産が検討されていると聞いているが、国内

産小麦価格が割高になっていることは国内産小麦増産への取組みに対する障害と

なる懸念がある。国内産小麦は播種前契約を行っているため、実際に製粉企業が

使用するまで1～2年のタイムラグがあり、現状の仕組みでは播種前の価格決定時

に、使用する時点の輸入小麦の政府売渡価格の水準を見通すことが困難である。

現在、平成23年以降の国内産小麦の仕組みについて生産者と製粉企業が協議を行

っているが、現行の仕組みの問題点を両者で確認した上で仕組みの見直しを行っ

ていくことが必要である。

3つ目は、平成19年から平成20年にかけての輸入小麦価格の急騰を受けて、小

麦粉需要は大きく減退したが、小麦価格が下がってきてもなかなか需要が戻って

こないことが挙げられる。平成21年度に入って小麦粉需要はようやく前年並みと

なってきたが、需要水準は下がったまま横ばいに推移している。3回連続の引下

げとなった今回の麦価改定は製粉業界を含めた小麦粉関連業界が、需要回復に向

けた取組みを着実に推進していくよい機会であると考える。消費者ニーズを捉え

た製品開発や消費者に対する様々な小麦粉食の提案活動を推進するなど、新たな

小麦粉需要を生み出す取組みを着実に行っていくことが、小麦粉関連業界に求め

られている。

これら3つの課題は、輸入小麦の売渡における「即時販売方式」の本年10月から

の円滑な導入と合わせて、製粉業界として引き続き重点的に取組むべきテーマで

あり、その実りある成果を望んでいる。
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1）なぜ、フード・ディフェンス（食品防御）か

中国製冷凍ギョーザ事件の発生から2年が経

過した。昨年末の新聞（日経21.12.31朝刊）によ

れば、中国公安当局は専従捜査班の人員を大幅

に縮小していたとのことである。また、日中の

食品安全の政府間の会議の内容として、日中双

方がそれぞれ先方の工場に立ち入り検査を行な

う案も伝えられたが、これに対して中国側では

拒否反応があるとのことである。当初より原因

はそれぞれ相手方にあるとして原因究明が噛み

合わなかったが、真相は依然として未解明のま

まである。

この事件が契機となって食品業界にフード・

ディフェンスの必要性が強く認識されるように

なった。従来の品質保証の体制は、分析などに

より生産時に、また輸入の場合も水際で安全で

ないものを識別する方法であったが、これとは

全く違ったフード・ディフェンスの考えで自己

防衛せざるを得ないという認識が食品業界で広

まってきた。本稿ではフード・ディフェンスの

考え方とその代表的な事例、検知方法、防止対

策等について若干の私見を含めてまとめてみ

た。

2）フード・ディフェンス（食品防御）の意義と

その位置付け

中国製冷凍ギョーザ事件の事例に見るよう

に、意図的に食品に毒物・薬物等の有害物質を

混入することにより生ずる被害を受けるのを防

ぐための措置を、フード・ディフェンス（食品

防御）と称する。

この概念に当てはまる事例は中国だけではな

く、日本を含め、世界各地で発生している。米

国では9・11テロ事件と同時に発生した炭疽菌

事件が記憶に残るが、これらを米国では「バイ

オテロ」または「食品テロ」と呼んでいる。意図

的で、社会を混乱させる目的はこれらと共通で

あり、防止対策も食品防御と共通している。

食品防御（food defense）の概念は食品安全

（food safety）の意味と対比してみるとより明確

になる。参考までに日本生協連が作成した比較

表を（第1表）に示す。

3）意図的混入の代表的事例

代表的事例を（第2表）に示す。発生原因や手

段も様々であり、犯罪者の意図するところも異

なるが、大きく分けて国際的なパニックを狙っ

フード・ディフェンス（食品防御）とその対策について
大谷　丕古磨

表1　「食品防御」と「食品安全」の比較表　　　　　　　　　　　　　　　　　資料：日本生協連

食品防御（food defense）食品安全（food safety）

故意によるもの　食品テロと同義
用量100ppm以上が多い
頻繁に発生しないため対応が混乱
抜き取り検査で摘発が困難
システム上の対策では対応困難
急性致死量の毒物混入の可能性

通常の食品安全基準で対応可能
残留農薬の場合　用量0.1ppm程度　
残留農薬で汚染頻度が高い　
抜き取り検査で検証が可能　
システム上の対策で対応可能
1日許容摂取量で安全性確認
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たものと、個人的な意趣、怨恨やいたずらに属

するものとに分けられる。

ギョーザ事件の場合は工場内に解雇などの労

務問題でトラブルがあったとの情報があり、従

業員の不満の表現が直接の原因だった可能性も

あるが、結果的には日本の消費者が中国製品バ

ッシングを起こし、国の食品安全行政にまで影

響するケースとなった。

更に、その後の中国の事例としては乳製品に

メラミンを混入させる事件が発生し、被害は中

国を中心に世界の各地で続いている。乳製品に

混入して使用され、多くの二次加工製品までが

回収される事態となったが、食品としては予想

もされない物質を蛋白質含量の嵩上げの意図で

混入された点で事情は異なるが意図的な混入と

して同類の犯罪である。

しかし意図的な事件は中国だけに限られた問

題ではない。日本でもグリコ・森永事件やカレ

ー砒素混入事件が挙げられる。グリコ・森永事

件は未解決に終わっているが愉快犯的動機も考

えられ､これを契機にタンパリグ（悪戯防止〕の

対策が行なわれた。

そのほか大きなニュースにはなっていない

が、比較的多発しているのは食品に縫い針など

の異物を意図的に混入する例である。大部分が

個人または集団の怨恨が原因である場合が多

い。また、例えば猛毒の化学品や有害細菌は拡

散の状況によって重大な被害を惹起する可能性

がある。

テロなどで社会に影響を及ぼす事例としては

米国の炭疽菌郵送事件のケースのほか日本のサ

リン事件などもこれに該当し、事件発生の影響

は世界規模に拡大することになる。

従って同じフード・ディフェンスでも対応の

方法や防止対策が微妙に変わってくる。

ここで、代表的な事例として、この問題のき

っかけとなった中国産冷凍ギョーザ事件の状況

を先ず観察してみたい。本件は平成20年1月30

日公表され、同年3月末までに確認された有機

リン中毒の患者は千葉県市川市と兵庫県高砂市

の合計10名である。同時期に症状を訴えたもの

は5900名を越したが、それらは何れも有機リン

中毒には該当しないと判定された。メタミドホ

ス混入の濃度が異常に高く、農作物の栽培時の

農薬による汚染が原因ではなく、包装後の商品

に意図的に毒物が注入された犯罪であり、品質

問題とは切り離して考えるべきものである。公

平な立場で考えれば、中国の製造工場で意図的

に混入され、日本の品質管理体制で阻止できず

輸入された可能性が極めて高い。

表2　主な意図的混入事件

被害状況年度事例国・地域

有機リン農薬中毒10人
腎臓障害など
一袋のみ、原因国は特定出来ず

2007
2008
2008

冷凍ギョーザに農薬混入
メラミン入り乳製品
冷凍インゲンに農薬混入

中国

直接の健康被害はなし
被害67名　うち4名死亡　　
発生は1件　流通段階で混入

1984
1998
2008

グリコ森永事件
カレー砒素混入事件
ペット緑茶に除草剤混

日本

サルモネラ中毒751人
菌を郵送　
被害92人

1984
2001
2003

オレゴン州サラダバー事件
炭疽菌事件
ミシガン州ニコチン混入事件

米国
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4）企業のフード・ディフェンス（食品防御）へ

の取り組み状況

ところで、食品企業のフード・ディフェンス

についての関心はどの程度であろうか。

平成21年3月に内閣府より発表された「フード

チェーンにおける安全性確保に関する食品産業

事業者アンケート調査報告書」から、その実態

を推察してみたい。このアンケートは食品関連

事業者約58,000社を抽出して郵送による調査を

行なったものであり、回収率は22.5％と必ずし

もよいとはいえないが13,000社という多数の回

答を得ているもので業界の傾向がよく把握でき

る。

この中でフード・ディフェンスに対する意識

調査があり、その要点について（第3表）、（第4

表）及び（第5表）に示した。

（第3表）、（第4表）及び（第5表）の数字からい

えることは、食品関連企業のおよそ70％は未だ

この問題を深刻に考えていないことである。ま

た、対策の実施状況からみても、その70％はま

だ具体的な対策がされていないことを示してい

る。

このことはフード・ディフェンスの必要性は

認識しているものの、一部企業を除き、どのよ

うに費用をかけて対策したらよいか明確に認識

されていないことを示している。即ち従来から

性善説で運営管理されて来た企業の姿勢とし

て、問題の重要性はわかるが、対策してもきり

表3　食品の意図的汚染の可能性について

 51.1％
 19.9
 20.1
 5.0
 3.9

内部、外部ともに可能性はない
外部、内部共に可能性あり
外部からの汚染の可能性あり
内部からのみ可能性あり
回答なし

表4　食品の意図的汚染の発生状況と今後の見通し

 56.6％
 25.6
 1.1
 14.0

発生したことはないし今後も発生の可能性はない
発生したことはないが今後は可能性がある
既に発生または今後の可能性がある
わからない・回答なし

表5　食品防御のためどのように取り組むか

 30.0％
 22.0
 20.4
 20.1
 18.6
 17.8
 13.5
 13.2
 11.2
 9.8
 9.1
 5.2
 1.2
 28.6
 5.3

顧客や取引先と常に情報交換をして不測の事故に対応している。
食品防御について従業員に情報提供や教育を行っている。
容器や包装資材にも厳重な管理を行なっている。
原材料の管理、製品の健康被害について情報を把握している。
従事者の健康状態、不審な行動などについて監督している。
施設への侵入防止の塀・フェンス、施錠を実施している。
食品汚染に脆弱な箇所の定期的な点検を行なっている。
国・自治体のガイドラインや被害の状況を常にチェックしている。
従事者・部外者を問わず施設内への持込みを制限している。
施設内へのアクセス制限を行なっている。
監視カメラを設置している。
空調・水道・電気・冷蔵へのアクセス制限を行なっている。
通用扉や倉庫に暗証番号や施錠の取替えを定期的に実施している。
特に何もしていない。
その他・無回答
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6）適確で効果の高い防御対策はないだろうか

食品防御の対策についてはFDAが食品テロ

向けに作成した「食品セキュリティ予防措置ガ

イドライン“食品製造業、加工業及び輸送業編”」

が参考になる。

これには実施可能な要件をチェックリストと

して詳細な項目まで記載されているが、紙数に

制限があるので要約したものを（第8表）に示す。

（第8表）の各項目について全ての内容を網羅

して対策を完備することは難しい。企業のおか

れた状況に適合した対策を選定し優先順位をつ

けて計画するのが望ましいと考える。

ここで筆者は食品関連企業の製造現場の責任

者数人にフード・ディフェンスの具体的な対策

の実施状況について聴取してみた。問題の性質

上、聴取先を公表出来ないが、およそ次のよう

なことが判明した。

それは監視カメラの設置がかなり進んでいる

ことである。ある菓子製造業の例では、作業場

面積約10,000坪（5階建て）、従業員350名前後と

がない、対策すればかなりのコストがかかり、

出来ればこの問題に触りたくないというのが実

状のようだ。

5）フード・ディフェンス（食品防御）の評価方法

ここで、食品テロに対し米国で開発された

「CARVER＋Shock分析」について若干触れて

おきたい。この分析法は食品の製造や流通部門

で用いられ、食品テロ対策の優先順位をつける

ため利用されている。即ち食品テロに対する食

品供給のシステムやインフラの脆弱性を評価

し、対策の方法を把握するものである。（第6表）

にCARVER＋Shock分析の語義と評価項目を

示した。

米国ではこのほかALERTと称する政策があ

る。ALERTは食品防御に関わる連邦・州政府、

企業幹部の食品防御意識向上のための政策であ

る。施設における意図的な食品汚染リスクを低

減するため（第7表）に示す5つのキーポイントを

抽出したもので参考になる。

������������������

�������������������

��������������������������������

����������������������������������
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表6　CARVER＋Shock分析の評価項目

テロによる公衆衛生及び経済的影響の度合い
テロ対象への物理的アクセスの容易性
テロ後の食品供給システムの回復容易性
テロの遂行容易性
テロによる直接損失（生産量の損失）規模
テロ対象の認識容易性
テロ対象の健康・経済・心理的影響

Criticality 危険性
Accessibility アクセス容易性
Recuperability 回復容易性
Vulnerability 脆弱性
Effect 影響
Recognizability 認識容易性
Shock 衝撃度

C
A
R
V
E
R
＋

（今村知明：「食品テロにどう備えるか」より）
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かなり大規模であるが、工場の監視カメラを

300台以上設置して死角の全くない監視が行な

われ、成果を挙げているとのことであった。さ

らに、フード・ディフェンス対策の取り組み状

況をネット上で調査したが、監視カメラは食品

企業にある程度普及しているようである。

前項のガイドラインで各種の管理対策の実施

例を挙げたが、対策の対象が人に関係するため

に実効を挙げることが難しいと考えていた。監

視カメラの設置が有効であれば、初期投資は比

較的少なくて済み、抑止効果の面も含めて効果

は大きいといえる。

個人情報の漏洩防止の管理が徹底しているな

かで労務的な問題がないかと質問したところ、

そこまで徹底した監視記録がある場合は万一何

らかの品質事故が発生した場合も工場内の管理

状態が明確に立証され、納入先や顧客からのク

レームの反証が容易となること。また従業員相

互の疑心や不信感の発生が防止され、監視カメ

ラ設置への従業員の心証は肯定的で協力的だと

いうことであった。更にこの映像管理システム

を、例えば手洗い遵守の検知等の衛生管理の徹

底に活用出来ることも考えられる。

そこで、独断と偏見を許して頂ければ実効の

ある方法として、監視カメラの設置を筆者は推

奨したいと考える。

中国の工場でもある程度の監視カメラの設置

はあったと思われるが完全なものではなかった

と思われる。若し完全に死角のない監視カメラ

のシステムが常時完備していたならば抑止効果

も含めてギョーザ事件の発生は防げたのではな

いかと思う。

7）おわりに

製粉業界としてのフード・ディフェンスにつ

いては種々対策が行なわれていると思われる

が、日本における小麦粉の消費量は年間500万

トン近くに達し、その原料の約85％が外国から

輸入されている。生産地の原料小麦の貯蔵や輸

送から始まり、国内での製粉工場の各工程まで

を考えるとその工程は極めて長い。フード・デ

ィフェンスの対策はその工程ごとの特性に従っ

て多種多様となる。監視カメラも一つの手段で

あり、密閉化された工程は外部からの遮断を徹

底して行なうなど、あまり費用や手間をかけず

に行なうことが可能である。

製粉業は最終商品の裾野が広いので一旦事故

が起これば影響も多い。まだ対策の徹底してい

ないところがあれば敏速な対応が望まれる。

（大谷技術士事務所　所長）

表8　フード・ディフェンスの要件

テロ行為等の可能性への備えがどの程度準備されているか、
どの程度管理体制が出来ているか、事件発生時の対処など

1）組織マネージメント

従業員雇用時や委託業者の身元確認・識別・アクセス制限や
異常行動のチェック体制

2）従業員管理

訪問者・車両・荷物に対する管理の体制3）部外者の管理

フェンスなどによる物理的アクセス制限、施錠などの実施、
巡回の状況。特に危険物の保管や使用の管理

4）施設の管理

納入資材の信頼性確保、資材の保管状態の監視、水道その他、
ユーティリティのセキュリティ管理、最終製品の安全措置、
システムのセキュリティ管理など

5）運営の管理

（今村知明：「食品テロにどう備えるか」より）
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1．初めに

食品の安全性を高度に確保するためには、

HACCPという手法が有効であるとされ、我国

の食品工場へも導入が進んでいる。しかし、こ

のHACCPには落とし穴があり、適正製造規範

（以後GMPと略記する）を初めとする前提条件

プログラムが高度に構築され、運営されていな

ければ水漏れが起こり、製品の安全性を確保で

きない。また、HACCPは健康上の危害のみを

対象とする手法であり、今日の消費者が安全性

と同等に考えている毛髪や貯穀害虫の混入など

は、前提条件プログラムを高度に構築すること

によって管理すべき問題である。これらのこと

から、食品関連事業所が、食品の安全性、そし

て安心性を守るために、第一に構築しなければ

ならないプログラムは、前提条件プログラムで

ある。

この前提条件プログラムの高度な構築と運営

を現場主体で支援する目的で、米国製パン研究

所（以後AIBと略記する）は、「AIBフードセー

フティ監査」（以後AIB監査と略記する）を約60

年前から実施しており、米国を中心とする食品

業界の発展に貢献している。

我国においては、AIBに相当する機関である

�日本パン技術研究所（以後JIBと略記する）が、

大手製パンメーカーの団体である�日本パン工

業会の依頼を受けて、2001年からAIB監査を

AIBとのライセンス契約の元に実施している。

JIBがAIB監査を開始してから9年が経過した

が、監査利用事業所数が年々増加しており、利

用事業所の多くでは前提条件プログラムの高度

化が顕著に進められている。本誌面では、この

ようなJIBによるAIB監査の利用動向について

紹介する。

2．AIB監査の特徴

AIB監査の最大の特徴は、依頼事業所が、図

1に示した前提条件プログラムを高度に構築し

運営するための支援を、“現場主体”で実施する

ことにある。その手段として、AIB監査員は、

写真1に示したように、事業所の全てにわたっ

て、製品に危害を及ぼす可能性が潜んでいない

か、すなわち前提条件プログラムに漏れがない

AIBフードセーフティ監査の利用動向
井　上　好　文

HACCP導入の鍵�

前提条件プログラム（PP）�
［標準衛生作業手順書（SSOP）］�

・適正製造規範（GMP）�
・サニテーション�
・有害生物防除�
・化学薬剤管理�
・リコールとトレーサビリティ�
・アレルゲン物質管理�

構築・実施を　�
現場主体で指導�

AIB監査�

図1　AIBフードセーフティ監査の特徴�

写真1 AIBフードセーフティ監査の風景
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かを、そこで想定される危害の目になって検査

して行く。そして、危害が認められた場合には、

その合理的な除去方法を現場の従業員と一緒に

なって検討する。また、認められた潜在的危害

が製品に危害を及ぼす可能性および重篤性を評

価し、改善の優先順位を示唆する。

前提条件プログラムの骨格は、図1の太字で

示したGMPである。これは“食品加工業者が清

潔な条件下で安全な食品を製造するために取ら

なければならない行為のガイドライン”であっ

て、米国では法律と見なされる。この内容を簡

潔に表現すれば、5S、すなわち整理、整頓、

清掃、清潔、躾を徹底する、また徹底し易いよ

うに環境を整備することである。この内容は、

食品関連事業所にとって、常識とされるべきも

のであるが、その常識を事業所の全てにわたっ

て、また恒常的に徹底することは容易ではない。

そして、不徹底な部分があると、そこが危害の

発生源になってしまう。例えば、フードセーフ

ティにおける清掃は製品への危害を除去する作

業であり、仮に、清掃箇所の漏れ、清掃頻度の

不足、あるいは清掃方法の不備があれば製品に

危害が発生しても不思議ではない状況がそこに

存在する。現場主体に実施するAIB監査は、こ

のように基本的であるが、見逃しが起こり易い

問題点を見出し、改善方法を示唆する機能が極

めて高い。このために、AIB監査を的確に導入

した事業所では、前提条件プログラムの高度な

構築と運営が進み、製品の安全性は素より、安

心性が高度に確保されるようになる。

以上のように、AIB監査は極めて実効性が高

いため、米国では約10,000の食品関連事業所で

利用されている。

3 我国に於けるAIB監査の利用状況

2001年にJIBがAIB監査を開始した経緯は、

大手製パン企業の団体である�日本パン工業会

が、異物混入問題、特に貯穀害虫の混入問題の

抜本的な対策として、同監査の導入が極めて有

効であると判断したからである。このことから、

JIBによるAIB監査開始時の利用事業所は製パ

ン工場および製粉工場が主体であり、その数は

40でしかなかった。しかし、その実効性の高さ

が2005年頃から食品業界全般に徐々に知られる

ようになり、製菓工場、精米工場、弁当・総菜

工場、乳製品工場、加工肉工場、加工油脂工場

などでの利用が進み、2009年度は355の事業所

で利用されている。

AIB監査利用事業所の多くでは、食品安全管

理体制の改善が顕著に進んでおり、中には製品

に対するクレーム数を90％以下に減少した所も

ある�。

4．AIB監査の基準

AIB監査は、AIBが独自に作成した基準に基

づいて実施される。同基準は法律や規則の遵守

だけではなく、消費者のニーズを満たす高度な

食品安全管理体制の構築を推奨するもので、消

費者のニーズの変化に対応した改定が進められ

ている。同基準は、従来、“AIB食品安全統合

基準”と呼ばれていたが、2009年の1月に内容が

改定され、名称も“AIB国際検査統合基準―前

提条件プログラムと食品安全プログラム―”に

変更された。新基準では、前提条件プログラム

の高度化に加えて、従来以上にアレルゲン管理

プログラムやHACCPプログラムの高度化を推

奨すると共に、意図的な危害を防止するための

フードディフェンスプログラムの構築も推奨し

ている。同基準は、以下の5部からなっており、

J I B フ ー ド セ ー フ テ ィ 部 の サ イ ト

（www.foodsafety.jp/）から日本語版のダウンロ

ードが出来る。第1部：作業方法と従業員規範、
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第2部：食品安全のためのメンテナンス、第3

部：清掃活動、第4部：IPM（総合的有害生物管

理）、第5部：前提条件と食品安全プログラムの

妥当性。

AIB監査は、この基準に従って実施される。

AIB監査は、監査という名称が使われているが、

その主たる目的はフードセーフティ教育による

依頼事業所への支援にある。ここで言う教育

（education）とは、依頼事業所にこのようにす

べきです（how）を指導する訓練（training）と同

時に、それが何故か（why）を指導するものであ

る。

本誌面で、“AIB国際検査統合基準―前提条

件プログラムと食品安全プログラム―”の内容

を詳細に解説することは不可能なので、以下に、

AIB監査の導入時に改善が必要とされやすい事

項を紹介する。

5．AIB監査導入時によく見られる改善要求

事項

AIB監査は、現場を危害の目になって徹底的

に検査するため、同監査の導入時には、多数の

改善項目が指摘される場合が多い。それらの代

表的な例を以下に紹介する。

（1）清掃プログラム

製品の安全性および安心性を確保するために

は、性悪説に基づいて事業所を管理することが

必要であり、前提条件と食品安全プログラムに

漏れがあってはならない。新基準では、この対

策として、食品工場が少なくても以下に示す25

種類のプログラムを構築することを推奨してい

る。・方針の文書化、・責務、・経営陣による

支援、・作業手順書、・教育と訓練、・自主検

査、・作業手順書の監査、・顧客からのクレー

ム対応、・化学薬剤管理、・微生物管理、・ア

レルゲン管理、・ガラス・脆いプラスティッ

ク・セラミック管理、・清掃、・予防保全、・

受入れ、・規制当局と検査(監査)対応、・フー

ドディフェンス、・トレーサビリティ、・製品

回収、・不適合品管理、供給業者の承認、・仕

様書、・保証書／分析証明書、・ハイリスクな

工程の記録管理、・HACCP。

以上のプログラムは全てが食品関連事業所に

必要であるが、製品の安全性および安心性を確

保するための基本中の基本として、AIB監査で

は清掃プログラムを大切にしている。AIBでは、

この清掃のスケジュールを、毎日行うデイリー

クリーニングスケジュールと定期的に行うマス

タークリーニングスケジュールに大別してい

る。

AIB監査の導入時には、マスタークリーニン

グスケジュールの不備、すなわち定期的に清掃

が必要とされる個所の見落とし、あるいは清掃

頻度が低過ぎるなどの問題が認められる場合が

多い。例えば、写真2は小麦粉を原料として使

用している製造室に長期間使用されていない装

置がカバーをして放置されている例であるが、

このような箇所がマスタークリーニングスケジ

ュールに組み込まれていない場合が多い。その

ような場合、装置の内部および周辺は小麦粉が

蓄積し、貯穀害虫の住みかになっている。また、

写真3に示した製氷機が使用される場合、AIB

写真2 長期間使用していない装置
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監査員は矢印で示した氷の落下口内に清潔な手

袋をはめた手を入れ、壁を擦るように手を回転

する。そして、手を取り出して手袋を確認する。

この時、手袋が滑りやカビで黒く汚れる場合が

ある。これは、言うまでもなく、非常に危険な

状況であるが、その原因は、製氷機の適切な清

掃がマスタークリーニングスケジュールから漏

れていたためである。これらの例のように、食

品関連事業所内には、従業員の視界に入らない

箇所が数多く存在する。そして、そのような箇

所を長期間清掃しないで放置すると、そこに粉

塵などが蓄積し、微生物や有害生物の棲息場所

になってしまう。したがって、微生物、昆虫、

あるいはネズミの視点で工場の全てを隈なく検

査し、これらの活動が起こらないように、定期

的に徹底清掃することが極めて重要である。清

掃の頻度は危害の発生を未然に防止出来るもの

でなければならない。例えば、そこで想定され

る危害が貯穀害虫の場合は、貯穀害虫が卵から

成虫になるまでのライフサイクルが約30日であ

ることから、毎日の清掃が必要ではない箇所で

あっても、少なくても1ヶ月に1回の徹底した清

掃が必要である。AIB監査員は、このマスター

クリーニングスケジュールの不備を見出し、そ

の合理的な改善を指導する能力に長けている。

マスタークリーニングスケジュールの徹底は、

製品が危害に曝されやすいプロダクトゾーンか

ら進め、最終的に、天井裏などの工場の全てを

網羅するように展開する。

（2）保管方法

AIB監査導入時には、原材料、包材、製品な

どの保管方法の不備が認められる場合が多い。

清掃、あるいは点検や有害生物の監視を適切に

実施するためには、原材料、包材、製品などを

床に直置きせず、壁と天井から少なくても

50cm離さなすことが推奨される。また、棚の

下段と床の間には最低30cmのスペースが必要

とされる。これらは極めて基本的な事柄である

が、忙しい食品関連事業所の現場では、見落と

しが起き易い。

（3）機械設備の設置

機械の下部および機械と側壁との間隙を定期

的に清掃しないと、これらの部分が微生物や有

害生物の棲息場所になる。したがって、機械の

設置に関しては、下部および側壁との間隙ある

いは機械自体の背面を容易に清掃できるように

することが重要であり、小型機械の場合は床か

ら30cm、大型機械の場合は床から60cm上げ、

また、側壁からは50cm離すことが推奨される。

これらも、先に記した保管方法と同様に、極め

て基本的な事柄であるが、実際の現場には写真

写真3 製氷機内の清掃

（Ａ）不適切�

（Ｂ）適切�

清掃・点検が困難�
→有害生物の棲息場所 

清掃・点検が容易�

写真4 機械の設置方法
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4の（A）に示したような光景がかなり多く認め

られる。この例はケーキやパンを焼く小型のオ

ーブンの設置方法であるが、床との間隙が3cm

しかなく、そこの状況は床に這いつくばって懐

中電灯で照らして、漸く確認する事が出来る。

このような箇所は清掃、点検が極めて困難であ

り、有害生物の絶好の住みかになり易い。これ

を（B）のように床から30cm上げて設置するこ

とが要求される。

なお、機械を床から清掃が容易な高さに上げ

ることが困難な場合には、機械を床に設置し、

コーキング剤で完全にシールすればよい。この

時、コーキング剤の劣化が進むと亀裂が生じ、

そこに昆虫などが棲息するので、コーキング剤

を定期的に点検し、劣化が問題になる前に修繕

しなければならない。AIB監査導入時には、コ

ーキング剤が劣化したまま放置されている事例

が多く認められる。

（4）構造物

清掃作業の徹底および合理化を推進するため

には、全ての構造物の清掃を容易あるいは不要

になるように設計あるいは改善することが重要

である。例えば、写真5に示した例のように、

食品工場の構造物には中空の支柱が多く使われ

ているが、AIB監査導入時には（A）のように中

空が開放状態で残されて箇所が認められる場合

が多い。中空内の清掃は極めて困難であり、ま

た非合理的である。このような箇所を発見し、

（B）のように開放部を塞ぐ改善が必要である。

（5）機械設備の設計

食品に接触する機械設備のフードセーフティ

設計は食品工場にとって極めて重要であるが、

一部の工場には、早急な改善が必要とされてい

る箇所が残されている。例えば、写真6の（A）

は小麦粉を混合機などに投入するためのホール

ディングビンと呼ばれる装置であるが、内部を

清掃するためには大掛かりな装置の分解が必要

であるために、定期的な清掃がなされていない

事例が見られる。この様な場合、（B）に示した

ように、開閉が容易な装置内部へのアクセスド

アーの設置が要求される。

（6）原材料の受領方法

AIB監査導入時には、作業方法の中でも、原

材料の受領方法に改善が必要とされる場合が多

い。原材料あるいは原材料の包装が汚染されて

いては、仮に工場の清掃活動などが適切に行わ

れていても、製品に危害が生じるため、論理的

で厳格な原材料の受領方法の確立と実施が重要

になる。例えば、原材料を配送してきたトラッ

クの内部を受け入れ担当者が点検し、汚れてい

る、あるいは天井に穴や間隙が認められる場合

には、原材料の受け入れを拒否すべきである。

（Ａ）支柱角パイプ端面が開放�
 →貯穀害虫の生息箇支所�

（Ｂ）改善後：�
 端面にカバー設置�

写真5 構造物の改善例
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また、受領時にダンボールが破損されていた原

材料に関しても、受け入れを拒否すべきである。

また、液体原材料に関してはストレーナーによ

って、粉体原材料に関してはシフターによって、

異物混入などのモニタリングを行うことが、予

防的に製品への危害を防止する鍵になる。しか

し、AIB監査導入時には、ストレーナーあるい

はシフターの目開きのサイズが大き過ぎ、モニ

タリングの機能を適切になしていない事例が

時々認められる。

（7）自主検査プログラム

以上、誌面が許す範囲で、AIB監査導入時に

改善が必要と指摘される事項例を紹介したが、

繁雑な作業が行われている食品工場には様々な

潜在的な危害が存在しており、その状況は日々

変化している。したがって、潜在的な危害を発

見し、改善するためには、自主検査を充実する

ことが重要である。AIBでは、食品工場が多部

門の代表からなる内部監査チームを編制し、少

なくても月に1回、工場の全てを自主的に検査

することを要求している。そして、認められた

問題を別途に編制した食品安全委員会に報告

し、そこで改善箇所の優先順位、改善方法、改

善のチェック方法などを決定する。この繰り返

しによって、フードセーフティが職場の文化と

して定着するようになる。

6．監査結果の採点方法と証書の発行

AIB監査では、依頼事業所の努力目標を数値

化によって明確にすること、また、そこで働く

従業員の食品安全管理に対するモチベーション

を高めることを目的に、監査結果を採点し、採

点 結 果 に 応 じ て 達 成 書（ Certificate of

Achievement）を発行している。 この採点・

評価方法は従来からユニークで厳格であった

が、2009年に改定された新基準では、従来以上

に高度な安全・安心管理体制を食品産業に求め

ている消費者のニーズに的確に対応できるよう

に、これに新たなルールが加えられた。

従来の採点・評価法を先に紹介する。最初に、

監査を通じて認められた製品に及ぼすリスクを

その原因を元に5部門のカテゴリーに分類する。

次に、各リスクをその危険性によって不十分

（Unsatisfactory）、重大（Serious）、要改善

（Improvement Needed）、あるいは軽度のコメ

ントの何れかに評価する。特に、不十分と評価

されるリスクは、差し迫った食品の安全性への

危害、プログラムの明らかな不備、不履行、あ

るいはGMPからの甚大な逸脱であり、極めて

危険な状態である。そして、各部門で認められ

た最も危険性が高いリスクに基づいて、各部門

を200点満点（5点刻み）で採点する。この時、最

も危険性が高いリスクが不十分であった場合は

135点以下、重大であった場合は140～155点、

（A）ホールディングビン→清掃困難� （B）点検口設置→清掃容易化�

写真6 機械設備（ホールディングビン）の改善例
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要改善であった場合は160～175点、軽度のコメ

ントであった場合は180～195点、全く問題がな

かった場合は200点とするルールがある。そし

て、5部門の点数を合計したものが依頼事業所

の点数（1000点満点）になり、900点以上の事業

所には食品安全管理体制が極めて優秀であると

して“Superior”という達成書が発行される。ま

た、800点～895点の場合は優秀であるとして

“Excellent”、700点～795点の場合は良好であ

るとして“Satisfactory”という達成書が発行さ

れる。また、不充分と評価された項目が一つで

もあった場合は、総合点が695点以下になるル

ールがあり、この様な場合は、他の状況に拘わ

らず、依頼事業者の食品安全管理体制は極めて

危険であるとして、達成書は発行されない。こ

の方法は食品安全管理体制を評価するのに極め

て有効で実際的である。

新基準では、表1に示したように、重大と評

価されたリスクが一つでもあった場合は、900

点以上であっても“Superior”とは評価せず、1

ランク下の“Excellent”と評価し、また、800点

～895点であっても“Excellent”とは評価せず

“Sa t i s f a c t o r y”と評価することによって、

“Superior”あるいは “Excellent”の価値を高め

るルールが導入された。また、このルールの導

入 に 伴 い 、 7 0 0 点 ～ 7 9 5 点 の 場 合 は

“Satisfactory”ではなく“Pass”（適合）に変更さ

れた。

なお、AIBが発行する証書は、監査を実施し

た日の状況を評価したものである。AIB監査は

他の第三者監査と異なり、現場の検査に重点を

置くものであり、人員や環境が変化する現場の

管理体制を、例えば1年間認証するようなこと

は不可能である。

7．終わりに

食品安全管理体制の高度化には、製品を守る

ためのプログラムに漏れがあってはならない。

また、プログラムが常に適切に実施されていな

ければならない。これらは高度な科学技術を駆

使するものではなく、常識的な事柄を着実に実

行することであるが、これを徹底することは

中々容易ではない。AIB監査とは、この徹底を

現場主体で支援する教育システムである。その

主目的は、食品工場の土台である前提条件を高

度に構築し、実施することにあり、ISO22000

やHACCPの認証工場においても、その前提条

件プログラムの実際的な検証に有効に機能して

いる。

参考文献
�月刊　食品工場長　第107号、72-74、2006年

（（社）日本パン技術研究所　常務理事　所長）
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1．はじめに

ここ数年の相次ぐ食への信頼を揺るがす事

件、事故を背景に、消費者の間で食に対する不

安感が高まっている。例えば、外国から輸入し

たものを国産と偽って販売し、消費者の方々を

欺くことにより利益を得ようとする産地偽装の

ような事件が残念ながら続発している。このよ

うな事件は、当然あってはならないことであり、

法令に基づき厳しく取り締まっていく必要があ

る。一方で、食品の製造や流通の過程で生じた

トラブルに関する情報を社内や取引先等とで迅

速に共有することができなかったために、消費

者に対する説明を十分に行うことができずに不

安を更に広げてしまうということもある。

フード・チェーンにおいては、食品の安定供

給等のために、世界の多様な地域から食料を調

達するという食料調達のグローバル化が進んで

いる。また、消費者の方々の多種多様なニーズ

に対応するために、食品加工の高度化が進み、

バラエティに富んだ食品及び食品に関するサー

ビスが開発されている。これらの結果、フー

ド・チェーン全体が非常に複雑化してきてお

り、食品の原材料がどこから調達され、食品が

どのように製造され、またそれらは誰を経由し

て流通しているのかなどが、消費者の方々にと

って分かりにくい状況になっている。また、こ

れらを反映して、消費者の皆様にわかりやすく

情報提供を行うために関係者間で情報のやりと

りを行う際にも、食品事業者の方々が情報を共

有することが困難になってきている。さらに、

消費者の方々の不安をなるべく和らげるため

に、多くの情報を迅速に求められる傾向があり、

企業間での情報のやりとりにおける負担が増加

している現状となっている。

このような中、消費者の「食」に対する不安を

軽減し、「食」に対して信頼を得るための対策と

して、規制による一律の義務化や行政による情

報提供等の対策のみでは、一定の限界がある。

食品事業者の方々が自らの顧客（消費者等）ニー

ズを見極め、その満足度を高める取組を進める

ことを通じて、「食」に対する消費者の信頼を向

上させる民間活動を重視する手法が必要となっ

ている。そこで、農林水産省では、意欲的な食

品事業者の方々の取組が促進されるための環境

を整備することを主眼とした「フード・コミュ

ニケーション・プロジェクト（以下「FCP」）」を、

平成20年度より立ち上げた。

本稿では、今年度のプロジェクトの活動や、

「製粉振興」の読者の皆さんにご利用いただける

「ベーシック16」、「FCP展示会・商談会シート」

「FCP共通工場監査項目」などのプロジェクトの

成果物を紹介したい。

2．フード・コミュニケーション・プロジ

ェクト（FCP）の基本的な考え方

FCPでは、食品事業者が、消費者の信頼向上

のための取組（お客様対応、食品の品質管理の

ための取組等）に関する情報を、効率的にやり

取りするための枠組み（FCPでは「協働の着眼

点」という。）を整え、全体として透明性を高め

フード・コミュニケーション・プロジェクト（FCP）
の取組みについて

内　藤　恭　和
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る基盤とすることとしている。さらに、「協働

の着眼点」を活用して、意欲的な食品事業者が、

消費者の信頼向上に向けた取組を実施し、それ

ら取組が取引先や消費者等に適正に評価される

機会を増やすことによって、更なる取組の充実

を促す「情報の好循環」を目指している。

また、プロジェクトを進めていく上で、民間

活動を重視するという観点から、農林水産省が

基本方針を掲げ、これに賛同して自主的に参画

していただく自主的な参画の方式を採用した。

農林水産省が食品事業者をはじめとする「食」に

携わる関係者の方々とともに「協働」して政策を

進めていくスタイルといえる。

3．プロジェクトに関する情報共有のため

のネットワーク

FCPでは、プロジェクトの基本的な考え方に

賛同する「食」に携わる関係者の方々を幅広く募

集し、FCPに関する情報を共有するネットワー

クを構築。

（平成20年6月から募集開始し、平成22年2月

の時点では500の企業又は団体が参画）。

このネットワークは多様な関係者の参画によ

りFCPが展開するための基盤と考えており、具

体的には、ネットワーク参加者に対して定期的

にFCPの進捗状況を情報提供するとともに、

「協働の着眼点」の策定作業グループへの参加や

「協働の着眼点」を活用して食品事業者の意欲的

な取組を活性化する研究会への参加を呼びかけ

ている。また、随時FCPに対する情報提供や提

案を受け付けている。なお、ネットワークへの

参加にあたってはホームページ上での社名の公

表以外には特段の義務負担等はない。

情報共有ネットワークの参加についてはプロ

ジェクトのHP内にある以下URLを参照。

（h t t p : / /www . f o o d - c ommu n i c a t i o n -

project.jp/network/index.html）

4．「協働の着眼点」

FCPでは、食品事業者の間で情報を効率的に

やりとりするための「協働の着眼点」を策定した。

策定にあたり、情報共有ネットワーク参加者の

方々に幅広く呼びかけ、自主的に協力していた

だく食品事業者と協働して作業を進めてきた。

具体的には、食品製造業、食品卸売業、食品

小売業の3つの業種別、消費者コミュニケーシ

ョン、サプライチェーンマネジメント、衛生管

理の3つの観点別に9つの作業グループを編成

し、作業を実施した。

「食に携わる関係者が、それぞれの立場で、
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また連携して消費者の信頼を高めていくために

着目すべきポイント」とは何かについて、実態

について詳しい方々の知識や経験を積み上げる

という方針の下に議論を進め、共通の項目とし

て参加者で共有できるものを、一覧性のある形

で取りまとめた。

「協働の着眼点」の詳細内容については、プロ

ジェクトのHP内にある下記URLを参照。

（h t t p : / /www . f o o d - c ommu n i c a t i o n -

project.jp/aim/index.html）

5．「協働の着眼点」の基本的な使い方

「協働の着眼点」には以下のような特徴が挙げ

られる。

●「協働の着眼点」〔業種横断版〕

●「協働の着眼点」〔業種別〕【製造版】より抜粋
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・自社と他者の関係に着目した分かりやすいカ

テゴリー設定

「協働の着眼点」では、食の信頼向上に向け

たコミュニケーション上のポイントを分かり

やすく整理するために、「自社」と「他者（取引

先、お客様）」の関係に着目したカテゴリーを

設定。

・緊急時の対応に関する取組の強調

企業にとってコミュニケーションの重要性

が高まる緊急時の対応を、特別なカテゴリー

（着眼点）として強調。消費者をはじめとする

関係者に対する信頼構築の上で極めて重要と

なる事件・事故への対応について、その取組

上のポイントを明示。

また、食品事業者にとって、これらの特徴を

備えた「協働の着眼点」そのものを利用した基本

的な使い方としては、次の三つが挙げられる。

① 「読む」：食品事業者が、自らの取組や取引

先等の取組の具体的な内容について「協働の

着眼点」を読んで照らしあわせることにより、

気づきを得る。

② 「書く」：食品事業者が、「協働の着眼点」の

各項目に対応して、自らの取組や取引等の具

体的な内容を記述することにより、気づきを

得て、また自社の取組を評価し、改善につな

げる。

③ 「見せる」：「協働の着眼点」の項目で整理し

た"で記述した内容を、社内又は取引先等に

見せ、自社の取組を効果的に説明したり、評

価を受ける。

6．ベーシック16

FCPでは、「協働の着眼点」のより一層の普及、

及び使いやすさの視点から「ベーシック16」を策

定した。この「ベーシック16」は「協働の着眼点」

の大項目16項目に則して構成されており、製造、

卸売、小売の業種を超えて食品事業者が、自ら

の行動のポイントを項目毎に書き出してみて、

全体像として見つめ直すことができるツールで

ある。また、企業の取組の振り返り、取組の改

善、企業の取組PR等にも活用することができる。

「ベーシック16」で自らの取組を書き込むこと

は、今の自らの業務を重要な項目に従って振り

返ることにつながる。業務の全体像を見ながら

記入することは、今の業務の点検と検証につな

がり、これから重点をおきたい部分、改善すべ

き点が見えてくる。

一方で、やっていることを文章にするという
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ことは取引先等との情報のやり取りを円滑に

し、キチンとした納得のいく評価を得やすくす

ることにもなる。

さらに「消費者との信頼を築く」という意味で

は、消費者に「ベーシック16」で自らの取組をア

ピールすることも効果的ではないかと考えてい

る。

ベーシック16の詳細内容については、プロジ

ェクトのHP内にある下記URLを参照。

（h t t p : / /www . f o o d - c ommu n i c a t i o n -

project.jp/basic16/index.html）

7．「協働の着眼点」の活用方策

FCPでは、ステークホルダーの自主的な参画

により、「協働の着眼点」の活用に関する研究

会・分科会を開催し、その場で、「どうすれば

消費者の食への信頼向上に関する食品事業者の

意欲的な取組を活性化できるか」といった意見

交換を自由闊達に行っていただくこととしてい

る。平成21年度は「企業行動の情報発信」「アセ

スメントの効率化」「地域活性化」の3つの研究会

を設置し、それぞれの研究会の下に特定テーマ

を設定し、濃密に検討を行う分科会を設けて活

発な議論を実施している。

【企業行動の情報発信研究会】

「失敗から学ぶ情報発信のあり方分科会」

事件・事故発生時の適切な企業行動や、情報

開示、情報発信のあり方の検討

「マスメディアとの意見交換のあり方分科会」

食品事業者の取組を適切に伝達するためのマ

スメディアに向けた情報発信のあり方、マスメ

ディアとの交流の場のもち方の検討

「消費者との対話のあり方分科会」

消費者との多様な接点における対話型コミュ

ニケーションのあり方及び「協働の着眼点」を活

用した対話型コミュニケーションの手法の検討

【アセスメントの効率化研究会】

「工場監査項目の標準化・共有化分科会」

食品事業者等におけるアセスメント作業の効

率化のため、工場監査における項目の標準化・

共有化の検討

「商品情報の効率的なやりとり検討分科会」（予

●ベーシック16」記入マニュアル（表紙） ●「ベーシック16」記入シート
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定）

食品事業者における商品情報の効率的なやり

取りの実現に向けた検討

「フード・コミュニケーション倫理行動マネジ

メント規格の策定分科会」

食品事業者の経営倫理・法令遵守マネジメン

ト・システムの構築の検討

【地域活性化研究会】

「企業力向上の場としてのマッチングフェア・

商談会の活用促進分科会」

企業力向上の場としてのマッチングフェア・

商談会の活用促進について検討

「地域ブランチ」

地方公共団体からの提案に応じたテーマ設定

各研究会、分科会の詳細内容については、プ

ロジェクトのHP内にある下記URLを参照。

（http://blog.information-fcp.jp/fcp/）

8．研究会、分科会で策定したアウトプッ

トの例

上で紹介したように、ステークホルダーの自

主的な参画により、平成21年度は「協働の着眼

点」の活用に関する様々な活動を進めており、

実際のビジネス現場において活用できるアウト

プット等を策定している。その一部を以下に紹

介する。

①　FCP共通工場監査項目

FCPでは、工場の監査において、食品事業者

が信頼確保のための取組を確認するために、自

社や取引先に対して行う（又は自社内や取引先

から受ける）工場監査を効率的に進めることが

できるよう「工場監査項目の標準化・共有化分

科会」を開催した。

この分科会では、食品事業者等が集まって、

既存の工場監査項目のうち、食に関する信頼確

保のための項目について、「協働の着眼点」を用

いて、標準化・共有化の検討を実施するもので

ある。参加企業が共有可能なものから整理を進

め、基礎的な項目に関する共通シートを作成し

活用する。

なお、平成22年1月現在「FCP共通工場監査項

目～試行版～」が作成されており、意欲的な食

品事業者の方々に使っていただいている。

「FCP共通工場監査項目」の詳細内容について
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は、プロジェクトのHP内にある下記URLを参

照。

（h t t p : / /www . f o o d - c ommu n i c a t i o n -

project.jp/result/index.html）

②　FCP展示会・商談会シート

FCPでは、マッチングフェアや商談会におい

て、限られた商談時間の中で出展者とバイヤー

双方が効率的に商談を進めることができるよう

「企業力向上の場としてのマッチングフェア・

商談会の活用促進分科会」を開催した。

この分科会では、「協働の着眼点」を利用して、

マッチングフェアや商談会において、バイヤー

と食品事業者の情報のやり取りを効率化する

「展示会・商談会シート」を開発し、商談会を主

催する参加者が実際に活用して検証結果を取り

まとめる。

この「FCP展示会・商談会シート」は平成22年

1月現在、各地域で行われている商談会や、展

示会のための勉強会等にて活用が進んでいる。

「FCP展示会・商談会シート」の詳細内容につ

いては、プロジェクトのHP内にある下記URL

を参照。

（h t t p : / /www . f o o d - c ommu n i c a t i o n -

project.jp/result/index.html）

●「FCP展示会・商談会シート」の例●「FCP共通工場監査項目」より抜粋
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9．終わりに

FCPにより意欲的な食品事業者の方々が自ら

の取組に関する情報を積極的に開示し、関係者

がこれを評価していく、その評価を踏まえて食

品事業者の方々が更に取組を進めていく。この

ような食品事業者の意欲的な取組の積み重ね

が、フード・チェーン全体での透明性を高めて

いくものと考えている。そのためにも、製造業

から卸売業、小売業等の関係者が業種・業態の

垣根を越えて相互に働きかけ、関わり合って取

組を進めていくことが重要である。こうした手

法が有効に機能し、消費者の信頼向上に貢献で

きるよう期待するとともに、今後も幅広く食品

事業者等がFCPの情報共有ネットワークへ参加

することを願う。

情報共有ネットワークの参加についてはプロ

ジェクトのHP内にある以下URLを参照。

（h t t p : / /www . f o o d - c ommu n i c a t i o n -

project.jp/network/index.html）

農林水産省　消費・安全局　表示・規格課

フード・コミュニケーション・プロジェクトチーム（ ）
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昨春、思いたってみつばちを飼い始めた。は

ちを飼う動機としては、はちの生態に興味があ

るのはもちろんだが、本物のはちみつとはどん

なものかを実感してみたいということが大きか

った。

はちみつほどにせものが多い食品はないとう

わさに聞いていたので、本物に出会うには、自

分で採取する以外にないと考えたのであった。

ところで日本のはちみつの生産量は2,800ト

ン程度で、消費の大部分は輸入に頼っている。

消費量は44,000トン（2008年）であるから、国産

は6%強のみで、94%が輸入され、その85%は中

国、アルゼンチン5％、カナダ3％、ミャンマー、

ハンガリー、その他からとなっている。年間の

一人当たり消費量は加工原料用も含めて360g

程度で、大量消費国ニュージーランド1.3㎏、

ドイツ1.2㎏などと比べて大きな差がある。

「はちみつ」は花の蜜そのものではない。働き

ばちが花から蜜を集めて巣に持ち帰ると、待ち

かまえていた蜜造り専門の働きばちに口渡しす

る。一旦蜜胃にためた花の蜜を何度も口にもど

し舌先で水分を蒸発させたのち、貯蜜房に満た

す。更に羽根で風をおこし蒸発を促して、水分

を20%（糖分の飽和濃度）まで濃縮すると蓋をし

て貯蔵（蜜）する。その間、はちの蜜胃で消化酵

素（インベルターゼ）が加えられ、花蜜の主成分

である砂糖（蔗糖）は分解されて果糖とブドウ糖

に変化する。はちみつは、花に由来する糖分が

はちの酵素の作用で分解生成した各種糖類と各

種の微量成分との混合物が濃縮されたものであ

る。また自然の抗菌性を持っており、そのまま

で長期保存することができる。

国際規準では、「はちみつ」はみつばちが植物

の花蜜を収集し、巣房に貯え熟成した天然の甘

味物質をそのまま加熱をせず製品としたもの

で、一切の加工（添加・除去・加熱・・）をして

はならないこととなっている。

日本では現在までJAS法や業界で統一したル

ールがないが、「全国はちみつ公正取引協議会」

（はちみつの加工・流通業者を中心に約100社が

加盟）では、会員に対し以下の規準で表示する

ように定めている。

1．「純粋」「Pure」はちみつ：国際規準相当のは

ちみつ

2．「加糖はちみつ」：異性化糖などはちみつ以

外の糖分を40%以下加えたもの

3．「精製はちみつ」：はちみつから臭いや色な

どを除いたもの（主に加工原料用）

しかし、この規準は国内のはちみつ表示の目

途とされているのみで、加盟していない業者が、

独自に天然、完熟などと表示していることもあ

る。消費者団体からは規格の統一を求める声も

出ている。

このように日本では「純粋はちみつ」以外に

も、異性化糖などの成分を40％まで混合したは

ちみつも「加糖はちみつ」として表示さえきちん

とすれば公認されていることが分かった。はち

みつに他の成分が混合されていても、それだけ

でにせものというわけではないことになる。一

時問題となり、農水省が改善命令を出したのは、

はちみつ：本物とにせもの

藤　木　正　一
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「純粋」と表示していながら異性化糖を混合して

いたなど、表示と検査した内容が大幅に違って

いたケースである。

古来、はちみつは希少品で高価だったため、

時代時代でより安価な糖類（水あめ、ブドウ糖、

砂糖など）で水増し、偽和されてきた歴史があ

る。

1870年代にでん粉から工業的にブドウ糖（グ

ルコース）を生産できるようになった。安価で

あるが砂糖の甘味度100に対してブドウ糖は70

と低かったので利用に限度があった。1970年代

にこのブドウ糖を果糖に変化（異性化）させる酵

素（グルコースイソメラーゼ）が開発され、異性

化糖（ブドウ糖の一部を果糖に異性化した混合

物）が大量に安価に供給されるようになった。

甘味度70のブドウ糖が180の果糖に異性化され

るのだから、果糖とブドウ糖の含量によって甘

味度は砂糖を上回る。通常、大量使用される清

涼飲料業界などで使いやすいように飽和液状で

供給されるので異性化液糖と呼ばれることが多

い。最近は果糖の含有比率のほうがブドウ糖よ

り高い果糖ブドウ糖液糖、更に果糖含量の高い

高度果糖ブドウ糖液糖などがある。しかも価格

は砂糖の7割程度と割安でもある。

はちみつは蜜源の花によって成分比率がかな

り異なるが、一般的には水分20%、果糖38%、

ブドウ糖32%、少量の蔗糖、オリゴ糖、アミノ

酸、有機酸、微量のミネラル、ビタミンなどの

混合物である。

以上のように、基本的にはちみつの主成分で

ある果糖とブドウ糖が異性化糖の形で加えられ

ても感覚的に見わけるのは難しい。高度な分析

法でも、混入比率まで判定することは難しいよ

うだ。

低温時にはちみつが結晶化する場合がある

が、結晶の出るものが本物の証拠という伝承も

ある。ブドウ糖比率の高いものが結晶しやすく、

花粉などの不純物によっても促進されるが、最

近のものは純度が高いから結晶しにくいともい

われる。結晶が出る出ないで本物かどうかを見

わけるわけにはいかないようだ。

はちみつは何種類くらいあるのだろうか。通

常、分類は蜜源の花によるので、本来は花の種

類だけあるはずである。が、国産で市場に出回

るのは量が採れて、味がよく、採蜜しやすいア

カシア、ミカン、トチなど数種類に限られてし

まう。

同時期に色々な花が咲いている場合に蜜が混

じってしまわないのだろうか。

日本在来のニホンミツバチは色々な花から同

時に集蜜する性質があるので、特定の花の蜜と

して採蜜しにくい。いろいろな花の蜜が混合し

ているものは百花蜜と通称されている。通常の

養蜂では採蜜量の多いセイヨウミツバチが使わ

れるが、このハチはその地域で蜜の最も採れる

花に集中して集蜜する特性があるので、特定の

花が咲いている期間に貯めた蜜をこまめに採る

ことで特定の花の蜜を採蜜できるのだという。

同じ花の蜜でも、産地、気候、開花情況、採蜜

方法・技術などの諸要因によって、色、味、香

りに違いがでる。本物であっても、非常に多様

で変化の多い混合物なのである。その多様性の

ために、画一的な規格基準ができにくいのかも

しれない。

本物を得るには、生産者、流通業者のモラル

に待つしかないようだが、目安は価格だという。

中国産で1㎏1,000円というのも売られている

が、国産では5,000円程度なら本物と考えてよ

いという人もいる。

（日本食品保蔵科学会　顧問）
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お茶請けのお菓子としておなじみの「利

休饅頭」は、安土桃山時代に活躍した茶人

千利休の名をいただいた和菓子です。

その名の由来は、小麦粉生地に黒砂糖を

用いたことで、利休の好みそうな茶褐色の

色調になることで「利休饅頭」と呼ばれるこ

とに。一説には黒砂糖の名産地琉球（琉球）

にちなんで「琉球饅頭」が転じて「利休饅頭」

になったとか。

関東圏でお目にかかる「利休饅頭」は小麦

粉生地の皮に黒砂糖を加えたものが多く、

中にはつぶ餡、こし餡の入った小ぶりな饅

頭で、丸い形や俵形のものがあります。

ところ変わって、三重県お伊勢さんの銘

菓「利休饅頭」は昭和天皇への献上品として

も名高い紅白の饅頭で、紅は小豆のこし餡、

白はうずら豆のこし餡という丸くて小粒で

お上品なものです。

落語「茶の湯」に登場する「利休饅頭」はち

ょいとワケが違う。

長年仕事一途に生きてきたあるご隠居

が、息子に身代を譲って、閑静な根岸の地

に一軒家を借りて趣味の世界に生きようと

する。ところが、若い時分から仕事一筋で

やってきたご隠居には肝心の趣味がない。

手近なところで、小僧の定吉に相談。面白

い趣味はないかと思案したが、この二人、

「利休饅頭」といえば 風流にはトンと縁がない。そこで以前この

家に住んでいた人がやっていた『茶道』に目

をつけた。ところが、道具だけは揃ってい

るものの「茶の湯」のやり方がまるでわから

ない。そんな二人が考え出した「茶の湯」は

とんでもないものでした。

抹茶も知らずに定吉が買ってきたのは青

きな粉。かき回してもまったく泡立たない。そ

こでむく（無患子）の皮を釜に放り込んで泡立

てたというおぞましいお茶をこしらえた。

最初のうちは羊羹を食べながら、定吉相

手にお茶をたてていたご隠居でしたが、も

の足りずに「客を呼ぼう」ということに。と

んでもない「茶の湯」に招待された長屋の連

中。あいにくこの人たちも「茶の湯」のお作

法、味ともに知らない。初めて飲んだお茶

に「こんなものか」と思っていた。この頃に

は羊羹を出していたので、最初は羊羹を目

当てにやってくる客もいたが、ご隠居もし

だいに出費もかさむということで、自らつ

くった菓子を「利休饅頭」と呼び振舞うが、

名ばかりの「利休饅頭」もどき。とても食べ

られるものではなく、欲張って袂に隠し入

れたものの、あまりの味に始末に困り、おも

てに投げ捨てられる運命に。この投げ捨て

られた饅頭もどきが畑で働いていた百姓の

顔にあたり、迷惑顔のお百姓さんは「また、

茶の湯か」とひとこと言い放つ。とんでもな

「小麦粉の和菓子」

ひらの　あさか

小麦粉のある風景
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い風流人に振り回され、大迷惑な長屋の連

中の悲哀を描いた作品となっております。

ある百貨店でのこと、若手の販売員さん

に「この品物にのしを使われますか」と聞か

れたので「不祝儀で」といったら「不祝儀」が

通じなかったことがありました。そんな時

代になってきたのかと思いましたが。

さて最近はなじみが少なくなりました

が、不祝儀の引き菓子には、大まかに分け

て「春日饅頭」「青白饅頭」（関東）、「黄白饅

頭」「おぼろ饅頭」（関西）などがあります。

「青白饅頭」「黄白饅頭」は、小麦粉生地に

卵、ふくらし粉を加えて、青は茶の緑、黄

にはくちなしを用いた丸い饅頭です。

「おぼろ饅頭」は、利休の命日にあたる3

月27日（旧暦2月28日）利休忌に用いられる

饅頭で、小麦粉生地のつなぎに山芋、大和

芋などを用いた「薯蕷（じょうよ）饅頭」で、

くちなしで淡い黄色につくり、薯蕷の皮を

わざとむいて、その名の通り「おぼろ」状に

仕上げたものです。餡には黒糖を加えたの

がお約束です。この「おぼろ饅頭」も不祝儀

の引き菓子として使われます。

「春日饅頭」は、別名「檜葉（ひば）饅頭」と

も呼ばれています。その由縁は、饅頭の表面

に刻印された檜葉型の文様「シノブヒバ」。

故人を偲ぶという想いも込められています。

なんといっても大きい。ずっしりと餡が入っ

ていて重い。小判形をした驚きの饅頭です。

小学生3年生の時分、おつかいで和菓子

をいいつかった私は、リクエストの「桜餅」

がなかったので、嵩のはる大ぶりなおまん

「春日饅頭」というお菓子

じゅうを選んで買って帰る。ところが、大

きくて喜ばれるだろうと思っていたこの饅

頭は、なんと「春日饅頭」だったのです。結

局「こんなもん買ってきて」と叱責されたの

でした。その頃は、そんなことを知る由も

ない頃でした。特注のせいもあるかもしれ

ませんが、最近はめっきり店頭では見かけ

なくなりました。

「和菓子の日」は、今から31年前の1979年

6月16日に全国和菓子協会が制定したもの

です。陰暦のこの日に、菓子を食べて厄払

いをした「嘉祥（かじょう）」に由来します。

848年（平安時代）、国内に疫病が蔓延（ま

んえん）したことから、仁明天皇が元号を

「嘉祥」と改め、6月16日の16にちなんで、

この数の菓子を神に供え、疫病除けと招福、

健康を祈ったといいます。

下って、後嵯峨天皇の時代にもこの行事を

行ったのをはじめ、室町時代には年中行事と

して行われるようになったとされています。

江戸時代になると、大切な祭りのひとつ

に数えられ、幕府は江戸城の大広間に菓子

を並べ、大名や旗本に与えました。

明治時代には「嘉祥」の行事は廃れました

が、昭和の御代となり、同日に「和菓子の

日」として復活しました。 （食文家）

参考文献

和菓子ものがたり 中山圭子　新人物往来社

和菓子 夢のかたち 中山圭子　東京書籍

落語食譜 矢野誠一　青蛙房

落語食物談義 関山和夫　白水社

全国和菓子協会ホームページ「和菓子の日」

「和菓子の日」には
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業務日誌�

構造改善事業等助成実施状況調（44事業年度）（平成22年2月現在）

調査広報
★平成22年3月23日 ＝「製粉振興」3月号の編集委員会を開催した。

平成22年2月の構造改善事業審査結果

前回から2月までに事業を完了したもの、およびこの間に提出

された事業計画の審査を完了したものは次のとおりである。

①　完了報告関係（助成金交付額決定）

環境保全施設に対する助成・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2件

省エネルギー施設に対する助成 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1件

安全・品質管理施設に対する助成 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 7件

②　計画書関係（助成対象とする内示）

0件

業務

区　分
項　目

構造改善事業
転 廃 業 助 成
製品の物流合理化施設助成
環 境 保 全 施 設 助 成
省エネルギー施設助成
安全・品質管理施設助成
安全・品質管理の認証取得等助成

計

麦引取円滑化対策事業
遠 距 離 運 賃 助 成

計
合　　　計

助 成 金 交 付 額
件　数

1
－
4
5
22
1
33

トン
207,962

千円
653,550

790,852

千円
127,683

－
1,949
1,320
5,850
500

137,302

金　額

29_業務日誌_業務(03月)-初校  10.3.24 4:53 PM  ページ 29



30製粉振興 2010.  3

������������

������� �����������
���� ����������������
������ ��������������

����� ������������
��������������������
��������������
� ����������

���
������������������
����������
���������������
���������������
���������������������
������������������
�������������������

�����
�����������
�����������
�����������
�����������

�����������
�����������

���
���

����������������������������

���������������������
�����������
� ������������

������������
���������������
�����������

����������
�����������

���
���

��������������
� ��������������

�������������������������
������������

����������

�����������
� ������������
���������������������

���������������
������������
������������

�����������

�����������

��������������
� ��������������

�������������������������
�����������

�����������

����������
� ����������

��������������
� ��������������

�����������������
��������������������
������������
��������������������������
�����������
����

����������

����������

�����������

���
���

����������
� ����������

��������������
� ��������������

�����������������
��������������������
�����������
��������������������������
����������

����������

����������

���
���

������������ ��������

���������������
���������������

��������� ����������
����������������������
���������������

����������

��������������
����������������������
��������������������

������������������
��������������
��������������

����������

�����������

�����������
�����������
�����������

���
���

���������
������������

������� ����������

���������
�����������������

����������
�������������

�������������
�������������������

���������������

������������
����������������������
��������������

����������������

�����������������

����������

�����������

�����������

�����������

�����������

���
���

����������
����������

����������
�����������

���
���

業界ニュース

お 知 ら せ
第46回製粉教室の開催について

�製粉振興会主催の第46回製粉教室を6月1日（火）から6月9日（水）までの7日間、製粉会館5階
会議室等において開催する旨、各製粉企業（工場）及び関係先に通知しました。
なお、講義日程等については、次のとおりです。

第46回製粉教室講義科目等
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★輸入麦の政府売渡価格の改定について

「主要食糧の需給及び価格の安定に関する法

律（平成6年法律第113号）第42条第2項」に基づき

平成22年4月1日以降に売り渡す輸入麦の政府売

渡価格について、以下のとおり決定しましたの

で、お知らせします。

記

政府売渡価格の考え方

価格改定ルールに基づき、直近6か月間（平成

21年9月～平成22年2月）の平均買付価格をもと

に算定すると、平成22年4月期の政府売渡価格

は、5銘柄平均で▲5％（銘柄ごとに見ると▲4％

～▲8％）になります。

業界ニュース

プレスリリース
平成22年2月26日

農 林 水 産 省

��������������
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★「輸入麦の政府売渡価格」の決定を受けて製粉協会長談話

平成22年2月26日

製粉協会長談話

外国産小麦の政府売渡価格は、4月1日から平

均5％の引下げが決定されました。

今回の決定内容は、昨年10月に決められた新

たな価格算定ルールに沿って決定されたものと

思います。
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業界ニュース

★�製粉振興会は、平成21年度製粉講習会

を開催

�製粉振興会は、平成21年度製粉講習会を3

月に開催しました。 東京会場3月3日、福岡会

場3月10日、大阪会場3月12日に実施し、3会場

で280名余、前年を約30％上回る多数の参加者

となりました。講師は、一方は農林水産省総合

食料局食糧部　食糧貿易課長　塩川白良氏　他

から、「輸入麦の即時販売方式」に関して、経

緯及び問題点を含め、検討状況等について講演

された。各会場において多数の質疑応答がされ

ました。もう一方は、�製粉振興会　参与　長

尾精一氏から、小麦、小麦粉、製粉会社の3視

点についてグローバルな視野から、世界各国及

び地域ごとに、最近一年の最新情報を詳細に講

演された。

【東京・落合】
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世界　　2010年の小麦収穫面積

は前年比1.1％の減少。

［表1］は国際穀物理事会（IGC）

による2010年地域別小麦収穫面積予測で、世界

では2億2,100万ヘクタール（前年比1.1％減）であ

る。アメリカで10.8％減り、カナダ、オーストラ

リア、CIS諸国、アフリカでも減るが、EU、アジ

アで少し増え、アルゼンチンではやや回復する。

（IGC-GMR・396／10）

（2）2009/10年度のバイオ燃料用穀物消費量は

1億2,490万トン、小麦は550万トン。

［表2］はIGCによる穀物の工業用用途別消費

量、［表3］はバイオ燃料用消費量である。

2009/10年度の工業用消費量は前年度比1,800万

トン（8％）増の2億5,700万トンで、エタノール

用が最多の1億3,570万トン（前年度比14％増）で

ある。でんぷん用は経済状況の改善で100万ト

ン増の8,680万トンになり、醸造用は微増する。

バイオ燃料用は15％増の1億2,490万トンで、ア

メリカがその87％の1億850万トンを使う。小麦

は550万トンに増える。

（IGC-GMR・396／10）

（3）2009年には多くの穀物関連食品会社の株

価が回復。

2009年末の大手穀物関連食品会社（北米以外）

の株価は［表4］のようで、40社中33社が上昇に

転じ、下落は7社のみだった。イギリスの

Associated British Foods社は買収による砂糖

と製パン材料部門の強化などで株価は13％上昇

した。製粉と食品製造のNorthern Foods社で

は製パン部門が貢献し、18％上昇した。Carr's

製粉は3工場での製品改良やコスト削減努力が

あり、1％上昇した。イギリス最大の食品会社

のPremier Foods社はHovisブランド包装パン

のシェアを25％（2位）にし、37％上昇した。オ

ーストラリアのGrainCorp社は27％、Goodman

Fielder社は23％上昇したが、AWB社は47％下

がった。健康志向に注力したオランダの

Unilever社は29％上昇し、世界最大の食品会社、

スイスのNestle社も21％上昇した。インドネシ

アのIndofood社は前年の64％下落から282％上

昇へと大きく回復した。

（MBN・88-23／10）

アメリカ　　（1）2009-10年度

の小麦は生産、消費、輸出共に減

り、期末在庫は最多に。

合衆国農務省2月9日発表の小麦需給は［表5］

である。生産は6,031万トンに減り、食用消費

は少し増えるが、輸出が2,245万トンに減るの

で、期末在庫は最近で最多の2,670万トンに増

える。［表6］は銘柄別期末在庫量で、ホワイト

小麦以外の銘柄が大幅に増える。［表7］は銘柄

別国内消費量で、ホワイトとデュラム小麦が少

し増えるが、主要3銘柄は減る。［表8］は銘柄

別輸出量で、ホワイトとデュラム小麦は少し増

えるが、主要3銘柄は大幅に減少する。

（MBN・88-24／10、World-Grain.com・February 09／10）

（2）コナグラ製粉が南西部市場への供給体制

を再構築

ConAgra製粉はテキサス州Saginawの旧

33-46_世界の粉界展望-三校  10.3.24 4:58 PM  ページ 33



34製粉振興 2010.  3

Country Home製粉の閉鎖中の工場を取得し、

改修を行い、第2の製粉ラインを建設した。運

転開始後、老朽化したオクラホマ州Blackwell

工場を閉鎖し、テキサス州Sherman工場と新

工場の組合せでアメリカ南西部市場への供給体

制を確立した。Saginaw工場の小麦粉日産能力

は既存のAミルが272トン、新設Bミルが363ト

ンで、Bミルは強力粉、薄力粉、全粒粉を製造

できる多機能ミルである。製品の約半分は袋詰

めで、幅広い用途に出荷する。新工場はDallas-

Fort Worth地区の中心にあり、顧客から電話

があると1.5～2.5時間で配達できる。Sherman

工場は大手向けの少数製品だけを製造し、包装

はしない。同社は5年前の28工場から23工場に

したが、能力は同じである。重要市場の工場に

重点投資をし、「少数の大きな工場」が今後の方

向と見ている。両工場は近いが、Sherman工

場は周辺の小麦を使い、Siginaw工場は州内の

小麦を幅広く鉄道で集荷するほか、隣接する子

会社Gavilon社の41.7万トンのエレベーターに

集まる近隣諸州の小麦を使う。買収工場は1999

年にBay State製粉などの合弁で建設され、1年

余り運転して、倒産した。コナグラ社が入札で

3年後に取得、その2年後に整備を開始したが、

清掃や機械の調整に6か月を要した。

（WG・27-11／09）

（3）シェフが予測する2010年のホットなトレ

ンド。穀物食品にも注目。

全国レストラン協会は「2010年は何がホット

か？」という調査を1,800人以上のシェフを対象

に実施。214項目を示し、その中でホットと思

われる傾向をランク付けさせる方式。上位20中

で穀物食品に関係するものは、3位の持続可能

性、4位の一口サイズのミニデザート、6位の栄

養バランスがとれた子供用料理、7位の高価格

でない半人分や小サイズ、9位のグルテンを含

まないか食品アレルギーに配慮、15位の栄養と

健康、16位の単純と基礎への回帰、17位の地域

エスニック料理だった。カムット小麦、スペル

ト小麦及びアマランスを含む古代穀物が31位、

フラットブレッドが36位、キノアが54位、全粒

穀物パンが90位にランクされた。その他、102

位が玄米とワイルドライス、112位がソバ製品、

128位が大麦、163位が朝食用サンドイッチ、

166位がクスクス、175位が焼きたてトーストと

詰め物フレンチトースト、192位がカップケー

キ、201位がパスタだった。

（MBN・88-21／09）

（4）2010年産冬小麦の作付面積は1913年以来

の低水準。

合衆国農務省1月12日発表によると、2010年

産冬小麦の作付面積は3,709.7万エーカーで、前

年比14％減、前々年比20％減であり、1913年以

来の低水準である。ホワイト・ウインター小麦

は前年比1％の減だが、PNW地区では増えた。

ハード・ウインター小麦は12％減、ソフト・レ

ッド・ウインター小麦は29％減である。

（MBN・88-24／10）

（5）2009年末の穀物が主原料の食品会社の株

価指数は前年末比13.2％上昇。

［表9］のように穀物が主原料の大手食品会社

の2009年末の株価指数（資本金で加重平均）は

10,350.06で、前年末比13.2％上昇した。2008年

の大幅下落の一部を回復したが、2006～2007年

のレベルには戻っていない。2009年末のダウ・

ジョーンズ平均の年初比19％の上昇、ナスダッ

クの44％の上昇に比べると上昇幅は小さい。

［表10］は会社別株価動向で、26社中24社の株

価が前年を上回り、2社が下回った。MG P
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Ingredients社は2008年終値が0.67ドル、1月に

0.50ドルの底値を付け、6月30日締めの年度に

6,912万ドルの赤字を計上したが、その後の体

質改善が評価されて、6.98ドル（1042％）に回復

した。2位はBridgford社で、コスト削減努力が

評価され、2008年の43％下落から一転、194％

上昇した。3位のTasty Baking社も2008年の

59％下落から、98.5％上昇に転じた。前年に開

始したパイ、カップケーキ、クッキーバーの製

造が軌道に乗り、収益が改善されたことによる。

製粉が中核の食品会社のConAgra社は製品回

収で苦戦した2007年の12％下落に続く2008年の

31％下落をほぼ取り戻す39.7％の上昇だった。

2007年に47％上昇、2008年に38％下落した

Archer Daniels Midland社は8.6％の上昇に留

まった。

（MBN・88-23／10）

（6）Nestle社が冷蔵クッキー生地に熱処理小麦

粉を使用

2009年6月のFDA検査で、Toll Houseブラン

ド冷蔵クッキー生地中にE.coli O157:H7が検出

され、製品回収し、全面見直しを行った。2010年

1月13日に熱処理小麦粉の使用を発表し、25日

から改良製品の製造を開始した。熱処理小麦粉

はSiemer製粉などが製造し、加工性が売り物

のケースが多いが、他社への波及が注目される。

（World-Grain.com・January 14／10）

イギリス　　キャンプデンBRIと

韓国食品研究所が共同研究契約を

締結。

製粉など幅広い食品分野の研究開発で世界的

に有名なCampden BRIは、2009年12月にソウ

ル郊外の韓国食品研究所（KFRI）と共同研究契

約を締結した。研究、技術サービス、情報提供

などで協力関係を深める。スウェーデン食品研

究所（SIK）やノルウェーのNofimaとも共同研究

を行っている。

（World-Grain.com・December 03/09）

オーストラリア　　（1）認可小

麦輸出機関は28に。

小麦輸出オーストラリア

（WEA）は1月11日、CHS Du Australia Pty

Ltd.，Landmark Operations Ltd.，Mitsui &

Co. Australia Ltd.，Plum Grove Pty Ltd.，及

びTouton Australia Pty Ltd.を認可したと発

表。認可小麦輸出機関は28になった。

（IGC-GMR・396／10）

（2）2009/10年産小麦は東部で地域差が大きく、

西部では高温乾燥の影響でやや小粒か。ヌード

ル品種の需給がタイトに。

西オーストラリア州CBHグループの小麦輸

出担当のGrain Poolが2009/10年産小麦情報を

提供した。東部のプライム・ハード小麦生産地

区では、クインズランド州中央部は高温乾燥で

収量、品質共に良くなかったが、同州南部とニ

ューサウス・ウェールズ州北部は理想的な条件

で品質も良かった。同州南部は旱魃で収量、品

質共に良くなかった。日本向けにはN e w

CastleとBrisbaneから船積みされると思われ

る。プライム・ハード小麦の品質は［表11］の

ようで、ほぼ平年並みだが、吸水が高く、色が

良い。西オーストラリア州では開花期から充実

期にかけての高温、乾燥によるストレスで、低

収量で小粒傾向になった。日本向けのスタンダ

ード・ホワイト（ヌードルブレンド）小麦の品質

は［表12］のようで、容積重が低いが、古麦の

配合、精選などによって80kg/hl以上にするら

しい。水分と蛋白が低く、吸水も低い。胚乳の
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黄色みはやや強い。［表13］は西オーストラリ

ア州のヌードル小麦No.1（ANW1）の需給であ

る。2008/09年産までは生産量も多く、日本と

韓国向けの残りを低品質市場に輸出していた

が、プレミアム・ホワイト小麦より買上げ価格

が安くなり、生産の魅力がなくなった。そのた

め、2009/10年度は日韓両国の合計需要量より

生産量が少なく、次年度には不足すると予測さ

れ、対策が必要である。モチモチ性が低めの

Calingiriがヌードル小麦品種の80％くらいなの

で、新3品種が試験栽培されているが、インセ

ンティブがないため切替えは進みそうにない。

（Grain Pool Wheat Market & Crop Update 2010）

オーストリア　　LLIユーロミル

ス社は最大級の製粉持株会社。

LLI Euromills社（ウィーン）は7

か国に32の製粉工場を持ち、2009年には穀物を

300万トン製粉したヨーロッパ最大の製粉持株

会社である。傘下にはドイツのVK Muhlen社、

オーストリアのVonwillerグループ、チェコの

Unimills社、ポーランドのVK Muhlen Polska

社、ハンガリーのPannonmill社、ルーマニアの

Titan社、ブルガリアのSofia Mel社があり、ギ

リシアのLoulis Millsにも資本参加している。

製粉部門の2007-08年度の売上高は11億ユーロ

で、前年度の7.292億ユーロを51％上回った。

製粉量の拡大戦略を行い、小麦挽砕量は2003-

04年度の43万トンから300万トンになった。過

去3年間にポーランドに新工場を3つ建設し、ル

ーマニアとハンガリーの製粉工場も建設して間

もない。ドイツのVK Muhlen社は12工場を持

ち、同国最大（シェア約20％）である。ポーラン

ドのVK Muhlen Polska社もトップ企業であ

る。ポーランド、ルーマニア、ブルガリアでも

売上高の大きな伸びを期待する。2008年12月に

ルーマニアとブルガリアのLouisグループの全

株式を取得し、ルーマニアのTitan社の株式の

98％、ブルガリアのSofia Mel社の株式の100％

を取得した。Titan社のシェアは約8％だが、シ

ェアを拡大する。Sofia Mel社のシェアは17％

である。最適化、協力及び拡張の三角形戦略で

アドリア海地域と東方へも開拓を進め、今後3

年間に小麦挽砕量を100万トン増やす。各市場

の消費者トレンドと需要を注視した市場開拓を

行う。焼きたてパンから冷凍焼成製品へ、健康

や簡便さへの傾向は共通である。用途に合う粉、

価格最適化レシピ、革新的製品アイデアなどの

価格と特性の絶え間ない改良が求められるの

で、人間のスキル、市場密着、技術の組み合わ

せで対応する。企業の社会貢献として、オース

トリアのGraz製粉工場ではプレミアムブラン

ド「Farina」の包装に光起電性（太陽エネルギー）

装置を使っている。

（WG・27-11／09）

カナダ　　メープルリーフフーズ

社がイノベーションセンターを開

設。

Maple Leaf Foods社は本社（オンタリオ州

Mississauga）のそばに、「ThinkFOOD! Center」

というイノベーションセンターを開設した。

25,000平方フィートの建物で、製品開発、消費

者調査、及び世界的傾向追跡の拠点になる。職

員は60人である。同じ屋根の下で食品開発者が

消費者と共同で仕事をし、世界中の興味ある新

しい食品のアイデアを取り入れることによっ

て、市場化のスピードアップを図るという。

（EB・107／09）

チリ　　ネスレ社が穀物ベースの

スナック・クッキーのR＆Dセン

ターを開設。

33-46_世界の粉界展望-三校  10.3.24 4:58 PM  ページ 36



37 製粉振興 2010.  3

2010年1月、Nestle社はサンティアゴに穀物

ベースのスナックとクッキーの研究開発センタ

ーを開設し、新世代のビスケット開発を目指す。

広範囲の専門家で構成する。砂糖と脂肪を減ら

し、味や食感を落とさない軽いビスケットを作

る。生物活性材料を加えた消化性の改良、微量

栄養素強化を行い、地元の嗜好やニーズにも合

わせる。クッキーを成長・収益ビジネスと見て

おり、2008年の売上高は14億スイスフランで、

その60％がラテンアメリカでの売上げである。

この10年間、クッキー以外でもラテンアメリカ

での売上げを伸ばし、2008年には155億スイス

フランを記録した。チリでは76年前から事業を

行っており、7つの製造工場がある。新センタ

ーは同社の5,000人が従事する28の研究、開発、

及び技術センターの一つになる。

（MBN・88-23／10）

ハイチ　　地震で唯一の製粉工場

が倒壊したが、今年中に再建。

1月12日の地震で、この国唯一

のハイチ製粉（Les Moulins de Haiti）の工場が

倒壊。Continental Grain社、Seaboard社など3

社の合弁で、小麦粉日産能力1,050トン。1月29

日に再建計画が発表され、近代的設備の小麦製

粉600トン×2ライン、ライ麦製粉150トンライ

ンを、ビューラー社などに委託して再建、2010

年末に稼働予定。

（World-Grain.com・January 13／10，MBN・88-25／10）

バーレーン　　政府が製粉会社に

補助金。

Bahrain製粉は政府から2009年

に1,000バーレーンディナール（2,650万米ドル）

の補助金を受け、2010年の補助金は1,400バー

レーンディナールの見込みである。2009年の平

均小麦買付価格はトン当たり292米ドルだった

が、2010年には378米ドルに上がると思われ、

引続き政府の補助が必要だという。

（World-Grain.com・December 28／09）

ヨーロッパ連合　　製粉工場の統

廃合は進む。

［表14］は2007年の国別の製粉

工場数、普通小麦挽砕量、及び国内産麦比率で

ある。製粉工場数は減少傾向である。ロシアが

354工場で1,130万トンの小麦を挽き、318工場

のドイツが683万トン挽いた。フランスとドイ

ツは自給率が高いが、輸入小麦に依存している

国も多い。

（annuaire de la Meunerie Francaise 2009）

ロシア　　（1）穀物サイロと港

湾設備に多額の投資が必要。

政府は今後10～15年で年に4,000

～5,000万トンの穀物を輸出する計画である。専

門家によると、少なくとも1,000億ルーブル（34億

米ドル）の投資が必要で、新たに1,800万トンの穀

物貯蔵設備と1,700万トンの港湾設備（南部に

1,200万トン、東部に500万トン）が必要だという。

（WG・27-11／09）

（2）クラフトフーズ社の新ビスケット工場が

操業開始。

Kraft Foods社が5,000万米ドルを投じて

Sobinka市に建設していたビスケット工場が操

業を開始した。600人の従業員でBolshevicブラ

ンドのビスケットなどを製造する。同社はロシ

アを成長市場と位置付け、過去15年間に6億米

ドルを投資した。

（EB・107／09）
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49 製粉振興 2010.  3
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50製粉振興 2010.  3
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53 製粉振興 2010.  3
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54製粉振興 2010.  3

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
��
�
�
�
�
�

� � �

� � �

� � �
�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
��
�
�
��
�
�

�
��

�
��
�
�

�
��
�
�
��
�
�

�
�
��

�
��
�
�

�
�
�
��
�
�

�
�
��

�
�
�

�
�
�

�
�
�
�
�

�
��
�
�
��
�
�

�
�
��

�
��
�
�

�
��
�
�
��
�
�

�
��

�
��
�
�

�
�
�
��
�
�

�
�
��

�
��
�
�

�
�
�

�
�
�
�

�
��
�
�
��
�
�

�
�
��

�
��
�
�

�
��
�
�
��
�
�

�
�
��

�
��
�
�

�
�
�
��
�
�

�
�
�
��

�
�
�

�
�
�

�
�
�
�

�
��
�
�
��
�
�

�
��

�
��
�
�

�
��
�
�
��
�
�

�
�
��

�
�
��
�
�

�
�
�
��
�
�

�
�
��

�
�
�

�
�
�

�
�
�
�

�
��
�
�
��
�
�

�
��

�
��
�
�

�
��
�
�
��
�
�

�
��

�
�
��
�
�

�
�
�
��
�
�

�
��

�
�
�

�
�
�

�
�
�
�

�
��
�
�
��
�
�

�
��

�
��
�
�

�
�
��
�
�
��
�
�

�
�
��

�
�
��
�
�

�
��
�
�
��
�
�

�
�
��

�
��
�
�

�
�
�

�
�
�
�

�
��
�
�
��
�
�

�
�
�
��

�
��
�
�

�
�
��
�
�
��
�
�

�
�
��

�
�
��
�
�

�
��
�
�
��
�
�

�
��

�
��
�
�

�
�
�

�
�
�
�

�
��
�
�
��
�
�

�
�
�
��

�
��
�
�

�
�
��
�
�
��
�
�

�
�
�
��

�
�
��
�
�

�
�
�
��
�
�

�
�
�
��

�
�
�

�
�
��

�
�
�
�

�
�
�
��
�
�

�
��

�
�
�

�
��
�
�
��
�
�

�
�
��

�
��
�
�

�
�
�
��
�
�

�
�
��

�
�
�

�
�

�
�
�
�
�
� � � � � � � � �
�
�
�
�
�

�
�
�
��
�
�

�
��

�
�
�

�
��
�
�
��
�
�

�
�
��

�
��
�
�

�
�
�
��
�
�

�
�
��

�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
��
��
�
�
�
��
�
�
��
�
�
�
�

� � �

� �

� � �
�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
��
�
�
��
�
�

�
�
��

�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
�
��

�
�
�

�
�
�
��
�
�

�
�
��

�
��
�
�

�
�
��
�
�
��
�
�

�
�
��

�
�
�
��
�
�

�
�
�

�
�
�
�
�

�
��
�
�
��
�
�

�
�
��

�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��

�
�
�

�
�
�
��
�
�

�
��

�
��
�
�

�
��
�
�
��
�
�

�
�
��

�
�
�
��
�
�

�
�
�

�
�
�
�

�
��
�
�
��
�
�

�
�
��

�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
�
��

�
�
�

�
�
�
��
�
�

�
�
��

�
��
�
�

�
��
�
�
��
�
�

�
�
��

�
�
�
��
�
�

�
�
�

�
�
�
�

�
��
�
�
��
�
�

�
��

�
��
�
�

�
�
�
��
�
�

�
�
�
��

�
��
�
�

�
�
�
��
�
�

�
�
��

�
��
�
�

�
��
�
�
��
�
�

�
�
��

�
�
�
��
�
�

�
�
�

�
�
�
�

�
��
�
�
��
�
�

�
�
��

�
�
��
�
�

�
�
�
��
�
�

�
�
��

�
��
�
�

�
�
�
��
�
�

�
��

�
��
�
�

�
��
�
�
��
�
�

�
��

�
�
�
��
�
�

�
�
�

�
�
�
�

�
��
�
�
��
�
�

�
�
��

�
�
��
�
�

�
�
�
��
�
�

�
�
��

�
��
�
�

�
��
�
�
��
�
�

�
�
��

�
��
�
�

�
��
�
�
��
�
�

�
�
�
��

�
�
�
��
�
�

�
�
�

�
�
�
�

�
��
�
�
��
�
�

�
�
��

�
�
��
�
�

�
�
�
��
�
�

�
�
�
��

�
�
�

�
��
�
�
��
�
�

�
��

�
��
�
�

�
��
�
�
��
�
�

�
�
�
��

�
�
�
��
�
�

�
�
�

�
�
�
�

�
��
�
�
��
�
�

�
�
��

�
�
��
�
�

�
�
�
��
�
�

�
�
��

�
�
�

�
��
�
�
��
�
�

�
�
��

�
��
�
�

�
��
�
�
��
�
�

�
�
��

�
�
�
��
�
�

�
�
��

�
�
�
�

�
�
�
��
�
�

�
�
��

�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
�
��

�
�

�
�
�
��
�
�

�
�
��

�
�
�

�
�
�
��
�
�

�
�
��

�
�
��
�
�

�
�

�
�
�
�
�
� � � � � � � � �
�
�
�
�
�

�
�
�
��
�
�

�
�
��

�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
�
��

�
�

�
�
�
��
�
�

�
�
��

�
�
�

�
�
�
��
�
�

�
�
��

�
�
��
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�


	
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
 


54資料(輸出の推移)3月-責了  10.3.24 5:01 PM  ページ 54



■資料 ★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

55 製粉振興 2010.  3

��������������������

����������������������������� �

������������������������������� � �

������������������������������� � �

������������������������������������������������ �

������������������������������������������������� � �

����������������������������������������������������� �

����������������������������������������������������������

������������������������������������������������� � �

��������������������������������������������� �

������ �

�������������������������������������������������� � �

������ � � �

�������������������������������������������������� �

������������������������������������������������������������

� ������������

（参　考）

 （単位：トン、％）

20年度19年度18年度17年度年度別

種類別・銘柄別 ％数　量％数　量％数　量％数　量

92684,931171744,13491435,01879478,955W W

104693,87169669,226117970,17896830,884A S W

981,378,8021011,413,3601071,405,196891,309,839S 計

86747,349100869,305119872,20585730,136HRW（11.5%）

86747,349100869,305119872,20585730,136S H 計

93832,098102895,62996879,627105913,523C W

69104,14385151,474HRW（13%）

057151,994109266,215100243,704P H

1061,263,963941,196,8021081,273,5071161,180,905D N S

057152,232114226,033115233,817C a D u

872,096,061872,396,6021012,749,5251092,723,423H 計

904,222,211934,679,2621065,026,927984,763,403外 小 麦 合 計

外国産小麦の年度別・種類別・銘柄別買受実績（主食用）

55資料(買受実績)03月-再校  10.3.24 5:02 PM  ページ 55



■資料 ★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

56製粉振興 2010.  3
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57 製粉振興 2010.  3

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
��
�
�
�
�
�
�
�

��
�



�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

�
�

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�
�
�
�

�
�

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�
�
�
�

�
�

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�
�
�
�

�
�

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�
�
�
�

�
�

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
��
�

�
�
�
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�

�
�
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
�
��
�
�

�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
��
��

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
�
��
�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

�
�

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�
�
�
�

�
�

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�
�
�
�

�
�

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�
�
�
�

�
�

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�
�
�
�

�
�

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�

�
�
�
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�

�
�
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
�
��
�
�

�
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
�
��
�
�

�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�
��
��

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
�
��
�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
��
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
��
�
�
��
�
�
�
�
�
�
��
�
��
��
�
�
��
�
��
��
�
���
���
�
�
�
�

��
�
�
�
��
�
��
�
��
�
��
��
��
��
�
��
��
��
��
�
�

�
�


	
�

�
�


	
�
�
�


��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
��

�
�

�
�


	
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

57資料(入札結果)03月-再校  10.3.24 5:03 PM  ページ 57



58製粉振興 2010.  3

★
編
集
後
記

読者の皆様、当振興会の広報誌「製粉振興」の内容を、より親しみのもてるものにする

ために、次のような内容の投稿をお待ちしていますので、記事をお寄せ下さい。

また、この広報誌の内容の充実を図っていきた

いと考えていますので、ご意見等がございました

らお寄せ下さい。

・テーマは、小麦や小麦粉製品についての随想、

紹介等と考えていますが、小麦と関係のない趣

味などの話でも結構です

・投稿者名は実名でも筆名でも結構です

・長さは1,200字程度（1頁）とします

・掲載分には薄謝を進呈します

○　ここ数年歴史ある製粉企業が廃業している。どの企業も創業された土地（地
域）では名士であった。創業者の中には渓流釣りが大好きで、自身の釣行を出
版物に残した者がいた。昭和20～30年代の時代背景が目に浮かぶ書き物であっ
た。

○　時代背景といえば、製粉工場には古い歴史を持つものが多く、当時の姿をそ
のまま現在に残しているものがある。ある工場では、文化的な遺産とも言える
ような戦前の別産業の建物を工場にしていた。廃業のため工場解体を進めたと
ころ、今まで目にすることの無かった側壁に書かれた、当時の社名の大文字が
読み取れた。現社長も社員も初めて目にしたと言う。設備の中にも、他では目
にすることは無いと思われる、木製四角型の原料保管施設もあった。また以前
この工場で使用していた古い製粉機が、製粉の記念館に保存されていると聞い
た。製粉業の廃業は、二度と再建されることの無い歴史的な設備の破壊のみに
留まらない。地域に根ざした小麦粉食文化の伝承の基を断ち切ることにもなる。

○　本年秋の実施に向けて、「輸入麦の即時販売方式」が検討されているが、企
業によっては原料調達の負担が大きく変わることも考えられ、また収まる気配
の無いデフレは企業の将来見通しを暗いものにしている。この春決定される予
定の「食料・農業・農村基本計画」において、自給率向上に向け国内産麦の増
産が盛り込まれるようだ。全国90社以上ある麦需要者の製粉企業は、その大部
分が地域に根ざす企業である。地域密着産業の将来は描かれるだろうか。

―「ソフト＆ハード」（読者の欄）への投稿のお願い―

「
コ
ナ
ち
ゃ
ん
」

（マスコットの小麦粉の精）
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